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　工事開始・終了の規制情報を迅速に情報収集・処理することにより、

一般道路利用者にインターネットや道路情報板等によって規制の状況を

リアルタイムに情報提供を行うことです。

　工事開始・終了の規制情報を迅速に情報収集・処理することにより、

一般道路利用者にインターネットや道路情報板等によって規制の状況を

リアルタイムに情報提供を行うことです。

①工事規制情報のリアルタイム化とは？①工事規制情報のリアルタイム化とは？

　近年の情報化（IT化）の進展と一般道路利用者ニーズの多様化を背景

として、各種メディアによって道路情報提供が行われている。

　近年の情報化（IT化）の進展と一般道路利用者ニーズの多様化を背景

として、各種メディアによって道路情報提供が行われている。

②背　景②背　景
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○情報提供端末からの提供内容と、現地の道路交通状況に食い違いがあり、利用
者からの苦情が発生している。

○工事が集中する時間帯は情報入力が遅延しリアルタイム、正確な情報が提供さ
れない。

○工事多発期の登録、開始終了操作の集中により運用員の負荷が高い。

○情報提供端末からの提供内容と、現地の道路交通状況に食い違いがあり、利用
者からの苦情が発生している。

○工事が集中する時間帯は情報入力が遅延しリアルタイム、正確な情報が提供さ
れない。

○工事多発期の登録、開始終了操作の集中により運用員の負荷が高い。

③現状の問題点③現状の問題点

◆工事規制情報の信頼性の向上
・担当職員及び運用員が、容易に工事実施状況等を確認・管理が可能な環境の
整備
・運用員の負荷を軽減し、道路状況の監視、情報提供操作等を主とする体制の
構築

◆工事実施状況のリアルタイム性の向上
・工事情報や突発事象情報を、迅速化に登録・提供処理が行える環境の整備
・工事業者等が、現場から容易に工事の開始・終了情報を連絡可能な環境の
整備

◆工事規制情報の信頼性の向上
・担当職員及び運用員が、容易に工事実施状況等を確認・管理が可能な環境の
整備
・運用員の負荷を軽減し、道路状況の監視、情報提供操作等を主とする体制の
構築

◆工事実施状況のリアルタイム性の向上
・工事情報や突発事象情報を、迅速化に登録・提供処理が行える環境の整備
・工事業者等が、現場から容易に工事の開始・終了情報を連絡可能な環境の
整備

④対応策④対応策
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リアルタイム工事情
報システム

ＶＩＣＳ

携帯電話

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

工事規制開始・終了

他道路管理者

提供系システム

道路情報板

VICSセンタ

道路交通情報
センタ

　一般道路利用者への道路情報提供のサービス向上を図ることを目的として、携帯電話のインターネット機能等
を利用して現地の工事業者から工事開始・終了の規制情報をリアルタイムに収集・処理するためのシステム整備と
その運用を行うものです。

　一般道路利用者への道路情報提供のサービス向上を図ることを目的として、携帯電話のインターネット機能等
を利用して現地の工事業者から工事開始・終了の規制情報をリアルタイムに収集・処理するためのシステム整備と
その運用を行うものです。

⑤整備イメージ⑤整備イメージ

 ◆工事予定情報の入力、工事開始終了操作等の負荷をシステム導入により軽減し、運用員による道路状況監視の
充実、情報提供操作の迅速化が図られる。
 ◆提供情報のリアルタイム化により、一般利用者からの苦情が減少される。
 ◆経路選択の判断材料が早めに入手できることにより、ドライバ－のイライラ削減や旅行時間の短縮、さらに交
通の円滑化が期待される。

⑥期待される効果⑥期待される効果

携帯電話のインターネット機能によっ
て、工事規制の開始・終了をオンラ
インで通知する。

工事規制の開始・終了を自動
処理して、道路情報板などで情
報提供する。
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１．現状の工事規制情報に関する運用の流れについて１．現状の工事規制情報に関する運用の流れについて
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工事予定情報入力
シートの提出

工事業者

出張所職員による内容確認

工事予定情報
入力シート送信

現状：前日までの工事予定情報の運用の流れ

工事予定情報の提出とシステムへの情報入力

①　工事予定情報入力シートの作成 ②　出張所職員による内容確認
③　事務所職員による内容確認

④システムへの工事予定情報の入力

出張所

事　務　所

システムへの
工事予定情報入力

工事予定情報入力
シートの作成

事務所職員による
内容確認

通行止　　　：４週間前までに提出
その他の規制：１週間前までに提出

規制情報入力システム（新ダイ）



7

現状：当日の工事規制情報の運用の流れ

工事開始・終了の電話連絡から情報提供

ＶＩＣＳ

現場の工事業者

インターネット

工事情報を
提供

工事規制箇所

工事情報を
自動配信

事　務　所

システムへの
工事規制開始・終了の入力

事務所職員・運用員が
連絡を受付

電話による工事開
始・
終了の連絡

工事情報
を提供

①　工事規制開始・終了連絡
②　工事業者からの連絡受付

③システムへの規制開始・終了の入力
④各種情報提供機器への情報提供

リアルタイム化（オンライン処理）
（現地からの情報収集から提供機器に情報配信）

電話による
オフライン連絡

規制情報入力システム（新ダイ）

⇒工事開始の連絡は２～３時間前、遅くとも30分前
⇒業者から開始の連絡が無い場合は中止扱い
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２．システム整備後の工事規制情報に関する運用の流れについて２．システム整備後の工事規制情報に関する運用の流れについて
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工事業者

出張所職員による内容確認

前日までの工事予定情報の運用の流れ：その１

工事予定情報の提出とシステムへの情報入力

①　工事予定情報入力シートの作成 ②　出張所職員による内容確認
③　事務所職員による内容確認

④システムへの工事予定情報の入力

出張所

事　務　所

システムにＦＤで
工事予定情報を一括登録

工事予定情報入力
シートの作成

事務所職員による
内容確認

通行止　　　：４週間前までに提出
その他の規制：１週間前までに提出

エクセルシートに
工事予定情報を
入力し、電子メー
ルで提出

携帯ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽの追加

エクセルシートの
工事予定情報を
電子メールで送

信

ﾒｰﾙ
ﾒｰﾙ
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本　局
事　務　所

工事規制箇所

工事予定情報を
自動配信

当日の工事情報開始・
終了入力のための
規制通知入力ページの
アドレスを自動的にメー
ルで通知

＜<本文>
2003年11月07日規
制の占用電話線付
け替え工事
（一般国道16号線
15.70KP～15.80KP、
上り、片側交互通
行 、 通 報 番 号
5300127）について
規制開始終了情報
入力URLを通知致し
ます。
 
通知入力URL
http://www.ktr.ml
it.go.jp/kyoku/ki
sei/login.asp?id=
530012720031107&p
ass=14730980

前日までの工事予定情報の運用の流れ：その２

工事業者

工事業者へ工事開始・終了情報入力のためのＩＤ・パスワード等のメール通知

　　①　リアルタイム工事情報システム に
工事予定情報の自動配信

　　②　工事業者の携帯電話にメールを自動配信

メール通知のタイミングは、
⇒昼間の工事は前日の13：00～15：00に通知
⇒夜間の工事は当日の9：00～11：00に通知

工事情報開始終了
情報入力システム

携帯電話

システムには
工事予定情報が入力済み
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本局・事務所

当日の工事規制情報の運用の流れ

規制通知
名称

三原電線共同溝
第２工事
状態：未規制

開始

中止

　　①　現地での工事開始・終了の入力 　　　　②　オンライン処理によりインターネット、ＶＩＣＳへの情報提供

工事規制箇所

現場の工事業者

送られてきたアドレスにアクセスし、
工事の開始・終了の情報を入力

インターネットを介し、
リアルタイムに工事
開始・終了の情報を
送信

工事開始・終了情報のオンライン入力から情報提供

ＶＩＣＳ

インターネット

工事情報
を提供

現地から工事開始・終了の情報を
オンライン処理し、各情報提供機
器に自動配信する

②工事開始・終了時刻の予定を越えて（約１０分）、
　工事業者からの開始・終了通知がない場合は、
　入力を依頼する警告メールを通知する。

①工事開始・終了の予定時刻の30分前に
　事前確認のためのメールを通知する。


